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　市議会だよりは２月、５月、８月、11
月の第２土曜日（定例会
号）、１月１日（新年号）
に発行します。
　次回は９月定例会が開
催予定です。

６月定例会号
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●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

６月定例会

市
長
所
信
表
明
に
対
し
各
会
派
が
質
問

　

市
議
会
は
、
平
成
30
年
６
月
定
例

会
を
６
月
６
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
初
日
に
、
４

月
の
市
長
選
挙
で
当
選
し
た
村
越
祐

民
市
長
が
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま

し
た
。
続
い
て
、
市
長
が
提
出
し
た

諮
問
２
件
を
含
む
議
案
等
16
件
及
び

報
告
12
件
を
一
括
議
題
と
し
、
こ
れ

に
所
信
表
明
を
含
め
て
、
９
会
派
が

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
か
ら
は
、「
市
川
市
民
が
安
全

で
安
心
し
て
快
適
に
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
向
上
の
た
め
の
カ

ラ
ス
被
害
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
」
の
制
定
に
つ
い
て
の
他
、
市
川

市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
、
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
普
及
推
進

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

な
ど
の
発
議
９
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
請
願
の
審
査
や
、
18

人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結

果
、
市
長
提
出
議
案
14
件

を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
し
た
他
、
専
決
処
分
に

つ
き
承
認
を
求
め
る
報
告

３
件
を
い
ず
れ
も
承
認
し
、

諮
問
２
件
を
異
議
な
い
旨

答
申
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て

は
、
条
例
案
１
件
、
規
則

改
正
案
１
件
及
び
意
見
書

案
７
件
の
計
９
件
を
い
ず

れ
も
可
決
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
請
願
２
件
を
採
択

◆
市
長
所
信
表
明

◆
主
な
議
案

○
市
川
市
行
徳
ふ
れ
あ
い
伝
承
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
市
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

日
本
経
済
は
景
気
回
復
が
地
方
に
も
波
及
し
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
世
論
調

査
で
「
実
感
が
な
い
」
と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
る
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
に
は
歯
止
め
が

か
か
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
社
会
保
障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

本
市
で
は
加
え
て
昭
和
40
～
50
年
代
に
整
備
さ
れ
た
多
く
の
公
共
施
設
の
老
朽
対
策
が

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
か
か
る
状
況
下
で
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
提
供
す
る
に
は
、
今
後

見
込
ま
れ
る
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
税
収
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、
私
の
選
挙
公
約
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
市

民
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
市
川
市
を
つ
く
る
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
る
。
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
従
前
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
効
率
的
な
市
政
運
営
に
努
め
る
と

共
に
、
市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

本
市
は
東
京
都
に
隣
接
す
る
地
理
的
な
優
位
性
や
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
生
活
し
や
す
い

環
境
、
文
教
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
歴
史
な
ど
、
非
常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ

都
市
で
あ
る
。
３
つ
の
公
約
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
の
多
様
な
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
る
市

川
市
を
つ
く
っ
て
い
く
。

（
３
つ
の
公
約
と
そ
の
実
現
の
た
め
取
り
組
む
施
策
）

　
⑴
人
と
健
康
を
守
る　

―
公
共
施
設
等
を
活
用
し
た
施
設
整
備
も
選
択
肢
に
入
れ
る
等

考
え
得
る
限
り
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
他
、
積
極
的

な
健
康
施
策
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
む
。

　
⑵
暮
ら
し
と
環
境
を
守
る　

―
月
例
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
市
民
の
声
を

市
政
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
た
め
の
行
政
を
実
現
し
て
い
く
。
ご
み
の
収
集

体
制
の
見
直
し
に
よ
り
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
他
、
近
年
の
自
然
災
害
で
明

ら
か
と
な
っ
た
課
題
や
教
訓
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
防
災
体
制
の

強
化
に
取
り
組
む
。

　
⑶
夢
と
未
来
を
守
る　

―
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
人
生
を
切
り

拓
い
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
取
り
組
み
を
進

め
る
他
、
市
民
活
動
の
支
援
は
生
き
が
い
の
支
援
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
公
民
館
等

の
使
用
料
の
引
き
下
げ
及
び
減
免
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
積
極

的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
加
え
、
民
間
に
も
よ

い
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
い
。

　

行
徳
地
区
の
歴
史
及
び
伝
統
に
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
等
に
こ
れ

ら
を
伝
承
し
、
も
っ
て
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
の
施
設
と
し
て
行
徳
ふ
れ
あ
い
伝
承
館
を

開
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
設
置
・
管
理
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
事
業
の
実
施
時
期
を
見
据
え
、
早
期
に
予
算
執
行
に
着
手

す
る
必
要
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
措
置
す
る
も
の
で
、
歳
出
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
を
減
額
し
て
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
他
、
い
ち
か
わ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
負
担
金

や
公
園
用
地
購
入
費
、
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
な
ど
、
歳
入
に
お
い
て
、
放
課
後
保
育

ク
ラ
ブ
の
増
設
に
係
る
経
費
の
特
定
財
源
と
し
て
国
庫
及
び
県
補
助
金
を
増
額
す
る
な

ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
４
４
０
億
２
０
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
員
発
議
「
カ
ラ
ス
被
害
防
止
条
例
」
を
可
決

議員の表彰

全国市議会議長会

在職35年表彰　かいづ 勉

在職30年表彰　岩井 清郎

在職15年表彰　松永 鉄兵　稲葉 健二

　　　　　　　荒木 詩郎　松永 修巳

　　　　　　　加藤 武央　松井 　努

　　　　　　　中山 幸紀

○感　謝　状　稲葉 健二　松井 　努

議長選で投票をする議員

議 長 に 竹内　清海 氏

し
ま
し
た
。

（
代
表
質
問
は
２
～
５
面
、
一
般

質
問
は
６
～
７
面
、
審
議
結
果
一
覧
、

議
員
発
議
に
よ
る
カ
ラ
ス
被
害
防
止

条
例
及
び
会
議
規
則
改
正
の
内
容
は

８
面
に
掲
載
）

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

今
定
例
会
初
日
の
６
月
６
日
、
松

井
努
議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

議
会
は
こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
で
後
任
の
議
長

の
選
挙
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
有
効

投
票
数
39
票
の
う
ち
、
31
票
を
得
た

竹
内
清
海
氏
（
清
風
会
）
を
第
70
代

議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

　

竹
内
清
海
氏
は
、
平
成
11
年
市
議

会
議
員
に
初
当
選
し
、
現
在
５
期
目
。

こ
れ
ま
で
環
境
文
教
委
員
会
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
第

61
代
議
長
な
ど
の
他
、
各
種
審
議
会

委
員
を
歴
任
（
曽
谷
１
丁
目
在
住
、

68
歳
）。




